
人工島（長州出島）のなぞ 

～下関港と自動車工業とのつながりとは？～ 



下関市垢田地区にある、 

人工島（長州出島）に 

やって来ました。 

陸地から１㎞も離れた 

沖合にあります。 



コンテナ船を発見！ 



青色のジブクレーンを使い、コンテナを次々にのせて
います。ここで問題。１つのコンテナを船に積み込む
のにかかる時間は？ 



青色のジブクレーンを使い、コンテナを次々にのせて
います。ここで問題。１つのコンテナを船に積み込む
のにかかる時間は？ 

平均で約１分２０秒でした！調べてみると、このコン
テナ船は、韓国から下関港に入ってきた船でした。 



人工島の入口にはゲートがあり、関係者以外は入れません。 



特別に許可をもらって人工島に
やって来ました。 



すぐ横には、見わたすかぎりの駐車場があります。 



あれっ、駐車場ではありません。 



話を聞くと、この中古のバスは車体に日本語が書いてあ
るので、とても高く売れるそうです。 



人工島に置かれている中古自動車は、なんと 

アフリカへ輸出されていたのです。 
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下関港（長州出島）における中古自動車の輸出台数 （台） 
（株）ビィ・フォアードへの取材を基に作成 



人工島（長州出島）のなぞについて 

分かったことを仲間と伝え合おう！ 


